
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
・
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
）

 

お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
委
員
に
後
藤
正
人
氏

を
再
任
　

　

市
議
会
５

月
臨
時
会
で

同
意
を
得
て
、

後ご
と
う藤
正ま

さ
と人
氏

（
薗
部
町
４
丁
目
）が
、
教
育
委
員
会

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

５
月
19
日
か
ら
令
和
８
年
５
月
18
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。
教
育
委
員
会

は
、
教
育
長
と
６
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
学
校
教
育
や
教
育
環
境
整
備
、

生
涯
学
習
、
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
務
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

問 

職
員
課　

       

☎
（21）
２
３
５
１

監
査
委
員
を
選
任

　

市
議
会
５

月
臨
時
会

で
同
意
を

得
て
、
福ふ
く
ち地

武た
け
し司
氏
（
藤

岡
町
甲
）、　　

古ふ
る
さ
わ沢
ち
い

子
氏
（
柳

橋
町
）
が
、
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
福
地
氏
が
５
月

18
日
か
ら
令
和
８
年
５
月
17
日
ま

で
、
古
沢
氏
が
５
月
17
日
か
ら
令
和

８
年
４
月
24
日
ま
で
で
す
。
な
お
、

監
査
委
員
は
、
２
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
等

が
適
切
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
監
査
を
行
い
ま
す
。

問 

職
員
課　

       

☎
（21）
２
３
５
１

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

を
選
任
　

　

市
議
会

５
月
臨
時
会

で
同
意
を
得

て
、
固
定
資

産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

に
、
諏す

わ訪
晃

あ
き
ら

氏
（
片
柳
町

４
丁
目
）、

高た
か
ぎ
わ際
悦え

つ
こ子

氏
（
大
平
町

西
野
田
）
が

再
任
さ
れ
、

髙た
か
ぎ
わ際
誠せ

い
い
ち一
氏

（
藤
岡
町
赤

麻
）、
松ま
つ
し
ま島

誠ま
こ
と

氏
（
都
賀
町
家
中
）
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
５
月
18
日
か
ら
令
和
７
年

５
月
17
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

６
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に

関
す
る
不
服
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

問 

職
員
課　
　
　

  

☎
（21）
２
３
５
１

公
平
委
員
会
委
員
に
　
渋
川
孝
夫

氏
、
佐
山
隆
氏
、
髙
岩
初
枝
氏
を

再
任
　

　

市
議
会
５
月

臨
時
会
で
同

意
を
得
て
、

渋し
ぶ
か
わ川
孝た

か
お夫

氏
（
宇
都
宮

市
）、
佐さ
や
ま山

隆た
か
し

氏
（
都

賀
町
合
戦

場
）、
髙た
か
い
わ岩

初は
つ
え枝
氏
（
岩

舟
町
静
）
が
、

公
平
委
員
会

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
、

５
月
18
日
か
ら
令
和
８
年
５
月
17
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。
公
平
委
員
会

は
、
３
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
市

職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
に
関
す
る

審
査
事
務
お
よ
び
不
利
益
処
分
の
不

服
審
査
事
務
を
行
い
ま
す
。

問 

職
員
課　

       

☎
（21）
２
３
５
１

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
補
充
員

の
選
任

　

市
議
会
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、

小お
ぼ
か
た
保
方
昭あ

き
ひ
ろ洋
氏
（
薗
部
町
２
丁
目
）、

天あ
ま
が
い海

俊と
し
み
つ充

氏
（
大
平
町
西
山
田
）、

大お
お
あ
く

阿
久
功の

り
こ子
氏
（
西
方
町
金
井
）、

小こ
ば
や
し林
眞ま

ち

こ
智
子
氏
（
岩
舟
町
三
谷
）

が
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
、

木き
む
ら村
正ま

さ
あ
き明
氏

（
箱
森
町
）、

黒く
ろ
の野
篤あ

つ
よ代
氏

（
藤
岡
町
藤

岡
）、
安あ
ん
じ
ょ
う生

幸こ
う
じ二
氏
（
都

賀
町
富
張
）、

出い
で
い井
裕ひ

ろ
こ子
氏

（
西
方
町
真

名
子
）
が
選

挙
管
理
委
員

会
補
充
員
に

選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期

は
令
和
４
年

６
月
４
日
か

ら
令
和
８
年
６
月
３
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
各
種
選
挙

事
務
の
管
理
執
行
、
選
挙
人
名
簿
の

調
製
、
裁
判
員
・
検
察
審
査
員
の
選

定
の
ほ
か
、
選
挙
に
関
す
る
啓
発
な

ど
を
行
い
ま
す
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
５
３
１

行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
行
政
相
談
と
は
、
道
路
や
河
川
の

整
備
、
税
金
、
年
金
、
そ
の
他
国
や

県
、
市
役
所
等
の
仕
事
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
聴
き
、
そ
の
解

決
・
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

日
頃
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
相
談
を
受
け
活
躍

し
て
い
る
方
が
行
政
相
談
委
員
で

す
。
市
役
所
等
の
相
談
所
で
定
期
的

に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
街
の
行
政
相
談
委
員

○
岸き
し

千ち

か

こ
賀
子
氏
（
城
内
町
二
丁
目
）

○
須す
と
う藤

伸し
ん
い
ち一

氏
（
薗
部
町
三
丁
目
）

○
小こ
ば
や
し林
好よ

し
お雄
氏
（
泉
町
）

○
針は
り
が
や谷

京き
ょ
う
こ子

氏
（
大
平
町
新
）

○
小こ
ば
や
し林
敏と

し
き
ょ
う恭
氏
（
大
平
町
榎
本
）

○
久く

ぼ

た
保
田
進す

す
む

氏
（
藤
岡
町
都
賀
）

○
直な
お
い井
嘉よ

し
お男
氏
（
都
賀
町
大
柿
）

○
荻お
ぎ
わ
ら原

昭て
る
お夫

氏
（
西
方
町
真
名
子
）

○
勅て
し
が
わ
ら

使
川
原
幸さ

ち
こ子

氏（
岩
舟
町
畳
岡
）

問 

市
民
生
活
課　

  

☎
（21）
２
１
２
１

「
優
先
的
に
開
設
す
る
避
難
所
」

の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
市
内
の
避
難
所
の
中
か

ら
優
先
的
に
開
設
す
る
23
か
所
の
避

難
所
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
２
か
所
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
国
府
公
民
館
」
か
ら
「
国
府
北
小

学
校
」
に
変
更
し
ま
す

　
よ
り
浸
水
の
危
険
が
少
な
い
「
国

府
北
小
学
校
」
に
変
更
し
ま
す
。

今
年
度
も
、
旧
藤
岡
第
二
中
学
校
を

避
難
所
と
し
て
使
用
し
ま
す

　
同
校
は
今
年
３
月
に
閉
校
と
な
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
避
難
所
と
し
て

使
用
し
ま
す
。
来
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
、
現
在
検
討
中
で
す
。

※
そ
の
ほ
か
「
優
先
的
に
開
設
す
る

避
難
所
」
は
、
昨
年
の
広
報
と
ち
ぎ

８
月
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（
来
月
号
の
特
集
で

も
掲
載
予
定
で
す
）。

問 

危
機
管
理
課　

  

☎
（21）
２
５
５
１

巴
波
川
一
斉
清
掃
の
実
施

　
巴
波
川
一
斉
清
掃
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。主
催:

栃
木
市
河
川
愛
護
会
、

自
治
会
連
合
会
、
地
域
ク
リ
ー
ン
推

進
員
連
合
会　
協
力
団
体:

栃
木
市

建
設
業
関
連
団
体
連
絡
協
議
会

日
時 

７
月
２
日
（
土
）
７
時
～
８
時

場
所　
蟹
田
橋
（
大
町
）
～
Ｊ
Ｒ
両

毛
線
高
架
橋

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
中
止
の
場
合
、
栃
木
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
ま
す
。

問 

栃
木
市
河
川
愛
護
会
事
務
局（
道

路
河
川
維
持
課
内
）
☎

（21）
２
４
０
２

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
通
知
書
の
送
付

　
今
年
度
の
各
保
険
税
（
料
）
の
通

知
書
を
次
の
と
お
り
送
付
し
ま
す
。

納
税
（
入
）
通
知
書　

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

で
納
め
る
方
に
７
月
15
日
（
金
）
に

郵
送
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
付
期
限

は
８
月
１
日
（
月
）
で
す
。
７
月
以

降
に
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
た

方
に
、
お
お
む
ね
翌
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

特
別
徴
収
開
始
通
知
書　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）

で
納
め
る
方
に
８
月
25
日
（
木
）
に

郵
送
し
ま
す
。

問 

税
務
課　
　
　

  

☎
（21）
２
２
６
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
兼

高
齢
受
給
者
証
）
の
更
新

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
（
兼
高
齢
受
給
者
証
）
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
、
８
月

１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
（
兼
高
齢

受
給
者
証
）
に
変
わ
り
ま
す
。
新
し

い
保
険
証（
兼
高
齢
受
給
者
証
）は
、

７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し
て
い

る
方
が
お
金
を
出
し
合
い
、
病
気
や

け
が
な
ど
の
「
い
ざ
」
と
い
う
時
に

医
療
費
の
負
担
を
少
な
く
す
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。
災
害
、
そ
の
他

特
別
な
事
情
も
な
く
国
民
健
康
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
は
、
医

療
機
関
で
全
額
自
己
負
担
と
な
る
被

保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
と
な
り

ま
す
。
納
付
状
況
に
よ
り
有
効
期
限

の
短
い
短
期
被
保
険
者
証（
６
か
月
、

３
か
月
の
２
種
類
）
が
交
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

税
は
、納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
、
14
日

以
内
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
職
場
の
健
康
保
険
に
切
り
替
わ
っ

た
場
合
は
必
ず
国
民
健
康
保
険
証
の

返
還
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

保
険
年
金
課　

  

☎
（21）
２
１
３
１

令
和
４
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免

除
申
請

　
令
和
４
年
７
月
か
ら
令
和
５
年
６

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
を
、
７
月
１
日
（
金
）
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
保
険

料
の
全
額
免
除
・
一
部
免
除
ま
た
は

納
付
猶
予（
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
令
和
３
年
度
に
全
額
免
除
・
納
付
猶

予
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
度
以
降

も
引
き
続
き
免
除
申
請
を
継
続
申
請
さ

れ
て
い
る
場
合
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

対
象

・国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者（
学

生
以
外
）
で
、
前
年
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
方
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
所
得

見
込
額
が
一
定
の
基
準
以
下
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
。

※
退
職
（
失
業
）
し
た
方
の
所
得
を

審
査
対
象
か
ら
除
外
す
る
「
失
業
に

よ
る
特
例
免
除
制
度
」も
あ
り
ま
す
。

※
本
人
の
所
得
の
ほ
か
、世
帯
主（
納

付
猶
予
は
除
く
）、
配
偶
者
の
所
得

も
審
査
の
対
象
で
す
。

※
退
職
（
失
業
）
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
減
収

に
よ
り
、
令
和
４
年
６
月
分
以
前
の

期
間
の
免
除
を
受
け
て
い
る
場
合

も
、
改
め
て
令
和
４
年
７
月
か
ら
令

和
５
年
６
月
ま
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
さ
れ
る
方
の
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

通
知
カ
ー
ド
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ

・
来
庁
さ
れ
る
方
の
ご
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
等
）

【
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
】・
委

任
状
（
様
式
自
由
）

【
退
職
（
失
業
）
し
た
場
合
】・
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場

合
】・
所
得
見
込
額
の
申
立
書
（
所

定
様
式
。
詳
細
は
問
合
先
へ
）

申
請
窓
口　
栃
木
年
金
事
務
所
（
城

内
町
１
丁
目
）、
保
険
年
金
課
（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）、
各
総
合
支
所

地
域
づ
く
り
推
進
課

問
栃
木
年
金
事
務
所
☎
（22）
４
１
３
１

保
険
年
金
課        

☎
（21）
２
１
３
４
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後藤正人氏古沢ちい子氏 福地武司氏

渋川孝夫氏佐山隆氏髙岩初枝氏

諏訪晃氏高際悦子氏髙際誠一氏松島誠氏

小保方昭洋氏天海俊充氏大阿久功子氏小林眞智子氏
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